
　2014年 4月、WHOは抗菌薬への耐性拡大が公衆衛生上 “重大な世界的脅威 ”で

あると警告し、現状が続けば地球温暖化にも匹敵する “ 時限爆弾 ” となりつつある

との危機感が広がっている。CDC（USA）の推計によると、米国において年間少なく

とも 200万人が耐性菌に感染し、少なくとも 2万 3千人が死亡している。2015年早々

にオバマ政権が抗菌薬に対する耐性に関する行動計画を公表した。2015 年 10 月の

The Lancet Infectious Diseases の電子版の論文では、感染症治療以外にも、広く行

われている外科手術や免疫抑制がん化学療法における感染予防対策としての抗菌薬

の事前投与にも甚大な影響を与えるとの予測推計データが初めて公表された。ワシ

ントンDCにある The Center for Disease Dynamics, Economics & Policy での調査研

究で、通常広く実施されているがん化学療法及び 10 種の外科手術＊について、抗

菌薬の予防的投与に関する 1968～ 2011年に発表された多数の論文を解析して、耐

性菌による感染の増加の影響を数値として推計した。現在、既に術創感染の 39～

51％、がん化学療法後感染の 27％が耐性菌によるという。今回の調査で、コンピュー

タ・モデルによる推計では、耐性が現状より 10％増加したとすると、術後または

がん化学療法後における耐性菌による年間死亡例の増加が少なくとも 2,100名以上、

感染例の増加が 4 万人以上になると推測された。耐性が 70％増加したとすると、

年間の医原性感染例がさらに 1 万 5 千人の死亡例、4 万人以上の感染をもたらすで

あろうし、他の外科手術まで広く含めるとさらに多数の患者が影響を受けるであろ

う。そうなれば、もはや通常の外科手術やがん化学療法の安全性は望めなくなり、

近代医療の安全と信頼性が根本的に揺らぎかねない。企業による新しい抗菌薬の開

発、家畜業界及び医療界での抗菌薬の使用ガイド、さらに患者自身による抗菌薬処

方に対するコンプライアンス、などで緊急の改善対策が必要であろう。WHO 勧告

に基づき、わが国でも内閣官房の「薬剤耐性に関する検討調整会議」でアクション

プランを今年 3 月までにまとめ、4 月にはアジア・太平洋地域の関係閣僚会議を

WHOと日本で開催予定である。
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耐性菌の増加が術後やがん化学療法にも重大な脅威
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